
海藻の生’理化学的研究
H　浅草海苔，ふくろふのり，ほんだわら，青海苔の低分子量炭水化物について柴

敦賀花人・新田，忠雄

BIOCHEMICAL　INVESTIGATIONS　OF　THE　MARINE　ALGAE
H　Low・molecularCarb・hydratesinP・rphyrate皿era，GI・i・pehls

　　furcataうSarga局sum　enerve　and　Enteromorpha　intestinalis

　　　　　　Hanato　TSURUGA，Tadao　NITTA

　Porphyra　tene至a，Gloiopeltig　fufcata，Sargassum　enerve　and　Enteromorpha　intestimlis，collected　in

Hiroshima　Bay　from　Janl　to　Mar』1956駒were　analyzed　chemically，and　in80％ethanolic　extracts

of　these　algae，we　found　a　polyhydrfc　aleohoh　an　oligosaccharide；glucose　and　mannitoh　glucose，

fruct・se，su・r・se；respectively・

　さきに著者等は浅草海苔，青海苔及びアヲサについて温度変化及び干出がそれ等の営む同化作用及び呼吸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34）
作用に著しい影響を与えることを明らかにしたが，今後更に有用藻類の生理についての研究を進めて行く上

には代謝作用に直接的関係があると考えられる成分を一応検討して置く必要があると考えた。海藻中に含有
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27）　　　　　32）　　　　　　　3ユ）　　　　　　　7｝

される各種の成分については既に大谷，富十川，高橋，Blinks，Fogg氏等の著書に数多の記載があり，叉最

　　　　　2）
近ではBlack氏の綜説もあるが，著者等の実験の意図する処，又その対象とする浅草海．苔について云々少

る為には，試料及びその分析方法，項目等そのまま引用するには些さか不充分である。それで，現在著者等

がその対象にしている浅草海苔，そしてこれとの比較対照としてふくろふのり，ほんだわら，青海苔（何れ

も1956年1～3月，広島湾内で採集したものである）の一般成分及びカルシウム，燐鯵，硫酸，全還元糖，

有機酸の定量及ぴ80％酒精抽出物について還元力の宗量及び低分子量炭水化、物の検索を行った1有機酔の定

量は海藻におけるT　C　Aサイクルの模様を予想せんとしたものであり，低分子量炭水化、物の検索は藻類にお

いて緑色植物のglucose，fructose，sucroseに相当するものの検索を意図したものである。

　藻類の低分子量炭水化物についての研究は高分子量炭水化物についてのそれに較べると数少いのではある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）　27）　3【）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27）　31）

が，既往の報告を概観すれば，緑藻類ではその含量が非常に少ないだけで陸上緑色植物に酷似して居り，特

異なものとしてはEnteromorpha　eompressa（アヲノリ）中にmannitol，meso－inositol，Chlorella中にmal－
　　　　　　　　　　22）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）　27）　31）

tose，maltotri・seの存在が報告されている。褐藻類のmannitolに関しては言うまでもないが，ただこれが
　　　　　　　　　　　　　　習5）
褐藻の呼吸基質として利用され得る事が著者等の興昧を惹く点であり，その他にはAscophyllum，Lamjnaria，
　　　　　　　　　　　31）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17）
Pylaiella等に微量の還元糖，Fucusvesicul・sus（ヒバマタ）にmannit・lacetate，mannit・lgluc・side，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18）
Pelvetia　oanaliculata（エゾイシゲ）にvolemitol及ぴそのglucoside，Laminaria　cloustoni（コソブ）に
　　　　　26）　　　　　　　　　　　　　　　20）　　　　　　　　　　21）
mannito1－KCl，laminaro－biose，一triose，methyl　jnosltol等の存在が報告されている。紅藻類にはやはり微量

　　　　　　　　　　　　　　　8）
の遊離還元糖一Pelvetia　canaliculata中一の他にGhondrus（ツノマタ）Rhodymenia（ダルス），Cystoclonium
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）31）
（トサカノリ），Furcel】aria（ヒカゲノイト）等にflor正doside，Geramiales（イギス），Gigartinales（スギノ
　　　　　　　　　1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　4）

リ），Cryptonemiales等，Ligenea　simplex（海人草），及ぴPolysiphonia　fastiglata（イトグサ）中にmann－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」9）23）
oglycerate，Furceliarla　fastigiata（ヒカゲノイト）にfloridoside　mannoside，Porphylla　umbilicalls（アマノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24）　　　　　　　　　　　　　　　9）
リ）に　scyllitol，1aminitol，mannltol，volemitoX，floridosjde，jsofloridoside，又Pe互vetia　canahGulata，
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　　　　　　　　10）翠1）
Bostlychia　scorpioid鴨娯すulcito1，sorbito！の存在が報告されている・

　これ等の生瑠的意義だつ渉ては全く類椎の域を出ないのであるが，ここではただ上述の4極の海藻の80％

酒精抽出物中の炭永化物を検討した結果についてのみ報告する。

Table，1　Chemical　copst三tuents，of　the段1gae，　（％of　dry　matter）
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＝
c
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0．19
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2．12

．27

2．04
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2。121

0．24

0，45

34．06

13，91

23．56

40．03
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処剋L姓二

　〇．22

0．18
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0，29

Table．2Sugar－c・ntents・f80％ethan・licextracts・fthea里gae・

freeredllcing－sugarasg】uc・se”％

2％HClhydr・lysable－sugaras
glucose，％

E，intestinalis

0．45

0．46

S．　enerve

0．28

0．02

P，tenera

0．33

0．02

G．furcata

0．38

0．23

Table．3Qualitativeanalysis・f80％ethan・licextrabts・fthealgae・

α一Naphthol・H2SO4

Fehhngs’　50L

Sehwano仔・re撫gent

Ninhyd血一reagent，

jNH40H・AgNO3

Resorcin・HGl

Anili【いOxalicacid

E．intestinalis

十

十

十

S．　enerve

十

十

一｛←　d　Istinct　brown　　十　d　istinρt　brown

十　d三stinct　re（1

　di菖tjnct
十
　llghtb塑n

　distinct
十
　light　brown

P．　tenera

十

十distinctbr・wn

G．　furcata

十

十distinctbrown

士lightbr・wn

　供試海藁はすべて採取，水洗後直ちに赤外線ラソプの照射下に送風しつつ乾煉細粉（60メッシュ）とし

たものであって，その組成は第1表に示す。水分，粗繊維，灰分は常法により，全窒素はミクロケルダール
　　　　　　　　　　　　　　　　28）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
法，Caは修酸カルシウムとして容量法，全燐はMg（NO3）2添加灰化後Fiske－Subbarow法で650mμの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28）
吸光度（日立製光電光度計を使用）から算出1全硫黄はNa202によ塑分解後BaSO4として重量瀕により

定量した。全還元糖は2．5％H2SO4で3時聞逆流冷却下に煮沸分解後Bertrand．法により，有機酸はイオソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
交換樹脂（Dowex1．X10，formateとして使用）による吸蒼法でで定量した。

　叉 ヒ記の試料50gr前後を秤取，ソックスレー抽出器で80％酒精で約50時間，抽出液に色がつかなくなる

まで抽出後（抽出物の長時間にわたる加熱を避ける為に随時抽出液を取り換えた）抽出液を減圧濃縮・錯糖

で不純物を除去，修酸ソーダで脱鉛後，その還元力をSoha跳r－Somogyiで定量した。その詳細はすべて植

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一43一



　　　　　　　28）
物栄養生理実験書に従ったが，その結果を第2表に示す。

　次に還元力定量に供した残りをDowex50，Dowex2のカラムを順次通して脱塩精製し，適当に濃縮した

無色乃至御黄色のシラップについて定性的な検索を試みた。浅草：海苔，ふのりではこの処理だけではなお不

充分（ぺ一パークロマトの展開の祭明療なスポットを与えない）であったので，更に無水酒精を適量加え，

氷室内に放置して析出せしめた柱状結晶の水溶液を用いた。その結果は第3表に示す。

　以上の結果から浅草海苔，ふのりより抽出したものは非還元性寡糖及ぴ多価アルコールかと想像し，更に

下記の試験を試みた。即ち礪砂溶液に試料を加えた場合の性の変化及び稀塩酸で水解後の還元力の出現如何

を検討したがその結果は下記に示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．tenera　　　　　　　　G．furcata

瑚砂溶液に加えた際の性の変化　　　　　酸性に変化　　　　　　変化なし

べo　HClで水解後のFehling交応　　　　　反応無し　　　　　　　著しく出現した

　以上の試験で大体の検討がついたので各試料をべ一パークローマトで検討した結果各試料に次のものの存在

を認めた。クロマトは東洋冷紙No．50（8×40cm），ブタノール・酷酸・水（4＝1：2）を用い上昇法及

ぴ下降法で200Cで展開した。下降法の際は約40時間連続，上昇法の際は2乃至3回展開をくり返したが，

何れの場合にも既知試料を被検試料の両側に展開させて比較した。呈色試薬は硝酸銀一アソモニア，アニリ

ソ。穆酸，レゾルシソ塩酸，ベソチジン酢酸等を用いた。

　　E．intestinalis；glucOse，fruct・se，suCr・se

　　S・enelve　　もglucose，mannitol

　　P．tcnera　　；柱状結晶炭水化物　Rf：0．12

　　G．　furcata　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　Rf：0，13

　なお，ふのり，浅草海苔の試料を展開したもののアンモニア・硝酸銀による呈色は海苔のそれは黒搬色

（mannitolに類似），ふのりのそれはレンガ様赤褐色（sucroseに類似）であった。

試料が塁少であったのでこれ以上の試験は実施出来なかった。

結？果の考察

　供試海藥の一般組成については従来報告されているものと大差はなかったがただ念窒素及び全燐が海苔の
　　　　　　　　　　　　　　33）
みに特異的に多かった。田所氏等は阻灰分量に差があってもその燐含量は略一定する傾向がある事を4種の

海簾（コンブ，ワカメ，アヲノリ，ギソナン草）について認めているが著者等も海苔以外では略等値を得て
　　　　　　15）
いる。岩崎氏等が松川浦養殖海苔について得た分析値は大部分が窒素4％以下，燐はそれと併行して0，2～
　　　　　　　　　　36）
α4％であって，山川氏の言う如く，窒素含量が季節，産地によって異るのは勿論の事としても有機酸が海

苔に比韓的多かった事と共に，浅草海苔の代謝毛理上，興昧ある事と考える。

　海藻を試料とする場含にその還元力をヨードを傳用するSchaffer－Somogyi法で定量することは，酵酸錯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30）　　　　　　　25）
による前処理が糖以外の還元性物質の除去に完全に有効ではないと言う事と共に，森氏が認められた粘質物

加水分解物中のヨード還元物質の存在等から考えて必ずしも適当とは言い難かったが，微量であったので1ヒ

むを得ず一応の目安を立てる為にこの方法によったのであったが，果して第2表と第3表の如き矛盾した結
　　　　　　　　　　14）
果を示した・日比野氏は浅草海苔を70％酒精で抽出して0，68％の還元糖を得ているが，これもその抽出溶

媒の差畢或1（は窟量法（Lehmann－M町uenne法）によるものではあるまいか。それにしても，従来からも報

告されていたように遊離糖は腿めて微量であって，その種類によっても著しい特異性があることを知った。

ただ試料が少量であったので海苔，ふのりについては単に予想に止って完全な同定が出来なかったがそれら

の解明は今後引続いて行う所存である。

要 約

　1956年1～3月広島湾で採取した浅草海苔，ふくろふのり，ほんだわら，青海苔について，一般成分及ぴ

窒素，Ca，燐酸，硫酸，全還元糖，有機酸を定量すると共に，その80％酒精抽出物中にそれぞれ，多価アル
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コール：鱒難唐；glucose，mannitoLglucose，fructose，sucroseを検1．巳した。
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